
座間市西中学校
リーディングDX発表
校内研修会　中間発表

～これまでの取り組みとこれから～

テーマ「主体的な学びを引き出す授業づくりのあり方」　

　～ICTを活用した自ら学びたくなる仕掛けづくり～



これまでの取り組み

4月からの取り組みの振り返り



４月

「主体的な学びとは」
全体で考えを共有

５月

高橋先生来校

「複線型授業」

個別最適・協働的な学び・自由進度学習

６月

・高橋先生来校　アクティブラーニング

比較、分類、関係づけ　見方・考え方

・前期アンケート実施・分析

　教師用　生徒用

８月

１学期のまとめ

講師来校 →個人のスキルアップ

１０月

中間発表にむけて

講師来校

レベル別→スキルアップ



１１月

これまでの取り組みをス
ライドにまとめる＆1月
中間発表ようの授業案
作成開始

１２

後期アンケート実施

・生徒用

・教師用

１月

高橋先生来校

中間発表

1・2年授業公開　分散会　全体会

２月

高橋先生来校

1年のまとめ

翌年に向けて



4月
「主体的な学び」についてブレインライ
ティングで共有



5月

東京学芸　教授　高橋純先生

ひとりひとり、ということ。

一人一人が課題を持つようになった瞬間に、自分

で学べるようになる。



６月
東京学芸　教授　高橋純先生

学んだこと①
・チャットでのドキュメントで共有のやりかた　

　※他者参照　生徒も使うことができる

　①チャットの＋ボタン →ドキュメント（名前を書いて共有）

　　⇒学習に使って行けば、治安の悪いことは起こらない

学んだこと②
高森台中学校の実践の中から

　同じことでいいから１人１人がアウトプットしないとできない

　生徒のアウトプットの量を増やせるかどうかが大事

　それぞれの授業の中で生徒１人１人にアウトプットをさせる工夫（書き込む）

　近くの人と実践共有

学んだこと③
・情報共有、協働は無理してしようと思わない方がよい

　好きなときに、好きな人と協働する

　しっかり1人１人が課題を把握（自分事にする）する「今日はこれを

やりたいんだ」

　課題に取り組んでいるうちに壁にぶつかる⇒助けてほしいときに他

者参照（協働する）

学んだこと　④
・資質・能力のお話　

　　学校では知識だけでなく学び方を教えていく

　　知識だけ（AIドリル、講義動画などに置き換わる？）　指導も学習

もハウツー可能

　　苦手なものをアプリで勉強する　得意なものはアプリなんてなくて

もわかる

　　対面でやっていくには知識をつなげる線を作る、増やす、太くする

活動

　　⇒アクティブラーニング（リンクや構造化を作る学習活動）

　　　主体的な学び・対話的な学び・深い学び　★くりかえし　　　　学

習過程→自ら行動できる　



８月

「どこがく」の講師・座間市支援員の講座

①タイピング練習　アンケート結果共有　

②グループ別研修
　①ジャムボードor思考ツール組　話し合い・思考の明確化
    ②スプレッドシート orスライドorサイト　ふりかえり・発表・他者参照

　③フォーム　小テスト、アンケートの作成（評価へのリンク）

   ④チャット・クラスルーム（ルーブリックの活用）・カレンダー

③教科ごとに共有

①複線型授業のイメージの共有

②グループ別研修
　A　初級：アンケート、問題作り
　B　中級：フォームの作り方&使い方
　C　上級：サイトの使い方

③教科ごとに共有

10月



１１月

①他市のリーディングDXの取り組み共有

②中間発表に向けて、各自でスライドつくり

埼玉県、静岡県、中原小等

校内研メンバーで例を提示

当日は、メンバーはサポートとして対応



アンケートの分析　（生徒）編）

増えた

９１．２％の生徒が年度当初に比べて
chromebookを使うようになったと回
答している。chromebookを授業や委
員会活動で積極的に取り入れている

結果だと言える

増えた変わってない

回答生徒数：497人



アンケートの分析　（生徒編）

学習に活用している教科とし
て特に多かったのは
社会・保健体育・英語であ
り、それぞれ主に次のように
活用している

英語：デジタル教科書、スライドなど発表ツールとして、スプレットシードでの振り返り
社会：
保健体育：調べ学習のスライド作り、授業のふりかえりシート、



アンケートの分析　（生徒編）

英語：デジタル教科書、スライドなど発表ツールとして、スプレットシードでの振り返り
社会：英語：デジタル教科書、スライドなど発表ツールとして、スプレットシードでの振り返り
社会：
保健体育：調べ学習のスライド作り、

保健体育：調べ学習のスライド作り、

ここからの質問は
chromebookの導入がどう
生徒の「主体的な学び」に結
びついているかを分析する
ためのものである

７４．３％の生徒がchromebookを活用す
るようになって学習内容により興味を持っ
て取り組めるようになったと回答している。

一方で２４．７％（１２８人）の生徒が chromebookを使うよ
うになって学習内容に興味を持って取り組めるようになっ
ていないと回答している。どうつなげていくか今後の課題
といえる。

なっていない なった

回答生徒数：497人



アンケートの分析　（生徒編）

７１．３％の生徒がchromebook
を活用するようになって授業が
わかるようになったと回答してい
る。

一方で２８．７％（１４３人）の生徒が chromebook
を使うようになって授業がわかるようになっていな
いと回答している。どうつなげていくか今後の課
題といえる。

なったなっていない

回答生徒数：497人



アンケートの分析　（生徒編）

６４．９％の生徒chromebookを
活用するようになって学習に見
通しを持ったり計画的に学習を
進め、継続できるようになったと
回答している。

一方で３５％（１７４人）の生徒が chromebookを使うように
なって学習に見通しを持ったり計画的に学習を進め、継続
できるようになっていないと回答している。どうつなげていく
かが今後の課題といえる。

なったなっていない

chromebookを使うようになってより学習に見通しを持ったり、計画的に学習を進め、継続できるようになりましたか？

回答生徒数：497人



アンケートの分析　（生徒編）

なっていない
なった
なった

一方で３２．４％（１６１人）の生徒が chromebookを使
うようになって学習内容を振り返り、改善点をみつけ次
の学習に役立てることができるようになっていない と回
答している。どうつなげていくかが今後の課題といえ
る。

６７．６％の生徒chromebookを
活用するようになって学習内容
を振り返り、改善点をみつけ次
の学習に役立てることができる
ようになったと回答している。

できると感じるできると感じてない

chromebookを使うようになってより学習内容を振り返り、改善点を見つけ次の学習に役立てることできると感じますか？

回答生徒数：497人



アンケートの分析　（生徒編）

４２．１％の生徒が自宅学習で
chromebookを活用していると回答
し、６月時点より１０％（約５０人）増
えている

１２月実施

６月実施

自宅学習でchromebookを活用し
ていないと回答した生徒も６月より
５０人ほど減っている。

している

している

していない

していない

回答生徒数：497人



アンケートの分析　（生徒編）

生徒たちは自宅学習では、特に①教科の課題
②タイピング練習③自主的な学習に活用している



アンケートの分析　（生徒編）

１２月実施

６月実施

１日のchromebookの使用時間は
６月からほとんど変わらない結果に
なった。なぜ＾＾；？



アンケートの分析（教員編）

4月からICT機器の使い方や利便性等を学び、前
向きに導入している先生が70％以上いる



アンケートの分析（教員編）

６月実施

12月実施

積極的に使っていることがわかる！



アンケートの分析（教員編）

科目や単元によって向き不向きがあり、
適材適所使っていることがわかる。
決して、長ければいいというわけでもない



アンケートの分析（教員編）

【「はい」と答えた人の実践】
　・E-ライブラリー
　・スライド作成
　・ドキュメントでのレポート
　・Monoxer(AIドリル)

【「いいえ」と答えた人の多く】
　・そもそも宿題を出していない

chromebookを用いた持ち帰り課題を
出したことがありますか？(休業中も含む)



アンケートの分析（教員編）

負担の軽減になっている一方、新たにICT
活用しようとしている人の負担は増えている

採点において、フォーム等を活用した
小テストなどを実践している人は
とても感じている



アンケートの分析（教員編）

【まとめる・表現するツール】
・スライド
・ドキュメント
・ジャムボード　等

ツールは駆使しているが、
学習状況の把握については、今後の課題



アンケートの分析（教員編）

チャットを用いて、教師間で互いの実践を取り
上げ、日々高め合ってます！！



アンケートの分析（教員編）

ICTを駆使した指導の個別化については、
今後の課題であり、ツールをどう使うかなど
教師間でより共有を図りたい！



アンケートの分析（教員編）

【複線型授業の実践①】

【Googleサイトを活用！】
生徒自身、自分の進捗状況に合わせた学びが可能
分からない生徒は動画を確認
できる生徒はそのまま進める　質問も可能！！



アンケートの分析（教員編）

【複線型授業の実践②】
【Googleドライブで他者参照！】
本日の流れを示し、授業の見通しを持たせる
自分でまとめる(インプット)・自分の口で共有(アウトプット)
まとめ作業の際に、ドライブで他者参照！！

解答プリントを載せることで
休んでいる生徒でも復習が可能



アンケートの分析（教員）

【複線型授業の実践③】

英語では4技能（聞く・話す・読む
・書く）を授業の中で扱う為、そ
れぞれの項目の課題を作りまし
た。

生徒は自分で課題を行う順番
を考え、個別・ペア・グループを
自身で選択し、課題を進めてい
ます。
その過程で、他者参照・途中参
照できるようにしてあるので、
自分の力で進められます。

ポイント
単元の最後にはプロ
ジェクトを準備し、実社
会に活かせるような視
点を持たせるようにし
まし。

単元の初めに課題
一覧で見通しを持
たせます

自分で練習をし、自信
を持てたら、教師に
チェックをしてもらう。



アンケートの分析（教員編）

【複線型授業の難点】

・単元が複線型に向いていない
・複線型に対するイメージが湧いていない
・ICTと数学をリンクさせるのが、難しい　等

複線型に関する認識不足がある
今は色んな実践を試し、自分にあった
ツールやスタイルを見つけるべきだ！



学習面における成果
クロムブックの使用率が普及し、ほぼ
すべての生徒・教員が活用できるよう
になった。

情報やツールが多くなりすぎ
て、集約することが大変に
なった。

他者参照・途中参
照を授業に取り入
れ、主体的な学び
を促進することがで
きるようになってき
た。

複線型の授業って、
どう進めれば良い
の？ 課題



アンケートの分析（教員編） どれも数々の紆余曲折を経て
西中教職員が感じた内容です

DX化が進んで得られた成果・良かった点 マイナス⾯・困っていること

●反復学習のしやすさ・知識技能の定着

●リモート授業推進による生徒への配慮

●さまざまな授業スタイル・学びの多様性
　勉強が得意な子はさらに自身の実力を伸ばし、　　書くこ
とが苦手な生徒は意見が出しやすく、
　主体的に自ら学び調べ学習する生徒が増えた

●タイピング力の向上

●学習の進捗状況の把握しやすさ

●個別最適化の課題提出
　コメントやアドバイスがしやすくなった　　　等

●「書く」機会の減少

●タイピングが苦手な生徒の支援が不十分
　低学傾向の生徒や自ら情報を得ることが
　苦手な生徒にとっては憂鬱な場面も…

●情報の見落とし

●視力の低下

●教師の活用における差

●充電・破損・接続などのハード面　等

学習面



アンケートの分析（教員編）

この一年は各々のできるところからの実践！
「主体的な学習」の捉え方もさまざまです

●ICTの活用で学習内容を振り返り、改善点を見つけ
　次の学習に役立てることができるようにさせる

●ICTの活用で学習内容に興味をもたせる

●ICTの活用で進路や将来に関連する内容や
　教科の学習などで活用できる知識や技能を獲得させる

●ICTの活用で学習に見通しを持ったり、計画的に学習を
進め、継続することができるようにさせる

「主体的な学習」を進めるうえで、ご自身が特に意識していたことはなんですか？



アンケートの分析（教員編） どれも数々の紆余曲折を経て
西中教職員が感じた内容です

校務DX化が進んで得られた成果・良かった点 マイナス⾯・困っていること

●情報共有の活性化
　いつどこでも見られる・フロア問わず隙間時間に　仕事が
できる・TTでの共有

●打ち合わせ・会議時間の短縮
　仕事をする時間の自由化・隙間時間の有効活用
　Chromeを開けば資料を探すことができる

●ペーパーレス

●意見集約のしやすさ・資料整理のしやすさ 　等

●ICT機器の知識の豊富さ・活用意欲の差

●情報漏れ・把握し忘れ
　ペーパーレスの一方で手元に残らないからこそ
　情報の見落としが多い

●ツールの多様化・複雑化

●情報の見落とし

●情報の置き場がさまざま　等

校務面



今後の西中の展望 生徒の主体性を
高めるための ICT
の活用

DX化に伴う情報
の整理

シンキングサイク
ルを活用した主
体性の向上

教員研修を充実
させ、より使いや
すく


